
南富良野町森林組合における
担い手確保の取組について
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南富良野町森林組合 管理課長 志村 圭



南富良野町の位置
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南富良野町は主要都市部と距離があるため、地域で就業するた
めには定住が必要となります。

そのため、せっかく就業してもライフステージの変化により、
本人の意思に関わらず町を離れることがあります。

これは、林業の所得の低さが原因のひとつと考えられます。
よって、まずは他産業並みの所得水準を実現すること、そのうえ
で、定住就業先として地域や林業を選んでもらう魅力向上が必要
であると考えています。
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• 事業費の見直し

• 手当の拡充

• 機械化、デジタル化

• 地域資源の環境価値創造
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（令和6年度 森林･林業白より）

林業従事者の所得について
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森林環境保全整備事業の実行経費
・森林組合が組合員(山林所有者)の森林整備を行う場合、一定の定めに従うと補助金の交付を受け
ることができます。補助金を算定する仕組みはいかのとおりです。
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森林土木積算要領による事業費
・「公共工事の品質確保に関する北海道の取組方針」によると、「道が発注者として取り組むべき事項」として、「予定価
格の設定に当たっては、経済社会情勢の変化の反映、公共工事に従事する者の労働環境の改善、公共工事の品質確保の担い
手が中長期的に育成及び確保されるための適正な利潤を公共工事を施工する者が確保できるよう」、「適切に価格を設定す
る」こととしている。

・森林土木事業の積算は右図のとおりです。

・純工事費が工事を行うための費用。

・一般管理費が工事施工にあたる

企業の継続経営に必要な費用。

7



カラマツ主伐再造林のシュミレーション

※地位指数は「カラマツ人工林施業の手
引き」ｐ５より。

※植栽密度は「南富良野町森林整備計画
書」ｐ１９より。

※造林事業標準単価は「令和5年度(2023
年度)造林事業標準単価」及び「令和5年
度造林用苗木標準価格」より。

作成年月日 2023/8/23 地位指数 22

場所 南富良野町 植栽密度 2000本/ha

氏名 志村

造林事業標準単価 (円/ha）

機械地拵(BH等)手刈り補正有 272,300

掻き起こし等 0

防鼠溝 0

排水溝 0

施肥 0

苗木(ｶﾗ1 2000本/ha) 288,127

苗木運搬 14,000

植え付け 131,000

下刈り 3ヵ年 442,200

倒木起こし 0

枝打ち 0

除伐 0

保育間伐 135,900

間伐１回目 314,100

間伐２回目 314,100

間伐３回目 353,000

間伐４回目 353,000

間伐５回目 0

間伐６回目 0

間伐７回目 0

間伐８回目 0

更新伐 0 林齢（年） 16 24 32 42 50 60

野ねずみ駆除関係 0 間伐前 上層高（m） 13.1 17.2 20.0 22.4 23.6 24.6

侵入防止柵関係 0 平均直径（cm） 11.7 15.4 18.7 22.4 25.6 29.6

特殊地拵え 0 立木本数（/ha） 1790 1270 900 650 470 350

0 材積（m3） 142 207 241 272 270 281

0 除間伐 回数（回） 1 2 3 4 5 6

0 本数（本） 520 370 250 180 120 350

合計 2,617,727 本数率（％） 29 29 28 28 26 100

材積（m3） 33 50 57 64 59 281

□リストから選択
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カラマツ主伐再造林のシュミレーション
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カラマツ主伐再造林のシュミレーション
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カラマツ主伐再造林のシュミレーション結果
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インボイス制度開始後は免税事業者との取引で仕入税額控除ができなくなったため、
当該山林所有者に消費税相当額が支払えなくなった。再造林の費用がその分減るこ
とになります。今回のシュミレーションでは177,300円ほどの収入減になります。
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南富良野町地域維持型森林整備共同企業体の取組

・地域の公益的機能維持に不可欠な森林整備事業について、地域の事業者が継続的な
協業関係を確保することにより、その実施体制の安定確保と森林整備事業の確実かつ
効果的施工を図ることを目的として結成。（令和4年度より施行）

・もともと、地域維持型共同企業体は過疎や高齢化進む地域で生活インフラを維持す
る目的で設立される。森林も地域を維持するためのインフラととらえる。

・メンバーは森林組合を含めた5事業体で構成。

・南富良野町発注の南富良野町町有林整備事業を対象とする。

・発注計画を共有することにより、各事業体の年間のスケジュールの中で、効率的な
事業実行が可能となる。

・それぞれの企業の強みや専門性を積極的に森林整備に用いることができる。

・企業体結成の目的を達成するために企業体が発注者と意見交換を行う。



南富良野町森林組合での取り組み

・森林整備事業において、一般管理費に相当するものとして、森林整備手数料を請求しており、そ
の料率を上げる提案を行っている。

・南富良野町有林整備事業において、一般管理費の一部を計上している。
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• 事業費の見直し

• 手当の拡充

• 機械化、デジタル化

• 地域資源の環境価値創造
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林業経営のみならず、環境価値という動機で森林に興味を持つ森林所有者が現れたことは、
我々にとって新鮮な驚きです。

「南富良野町と北海道ガス株式会社(以下、北ガス）との連携と協力に関する包括協定」の
取組のひとつに、「森林及び関連する産業の維持発展に関すること」があります。

また、北ガスの「Challenge2030」にある、「地域との連携による地産地消のエネルギー
モデルの構築」という文脈の中でも、北ガスが中長期的に地域の森林に関わることが期待
されます。

我々は、このような森林所有者に対して、森林の経済的価値のみならず、環境価値にも責
任を負うことになります。そして、その対価として我々の事業の継続性が環境価値でも担
保されることになると考えられます。

このことは、森林組合が事業を継続してく動機に強く働きかけることになり、森林組合の
魅力向上に繋がっていくものと考えられます。
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